
二
九

は
じ
め
に

　

近
世
名
古
屋
城
下
の
本
屋
に
つ
い
て
は
、
太
田
正
弘
『
尾
張
出
版
文
化
史
』

（
六
甲
出
版
）が
三
十
三
軒
ほ
ど
の
本
屋
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

岸
雅
裕
『
尾
張
の
書
林
と
出
版
』（
青
裳
堂
書
店
）
は
、
明
治
五
年
『
名
古
屋

県
管
内
蔵
板
箇
所
取
調
書
』
の
翻
刻
や
、
種
々
の
史
料
を
総
合
し
「
江
戸
時
代

尾
州
書
林
書
肆
別
出
版
書
目
収
攬
」
を
作
成
し
、
現
時
点
で
の
近
世
名
古
屋

の
本
屋
別
の
出
版
書
目
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
書
籍
は
刊
行
し
た

だ
け
で
は
、
本
屋
の
経
営
は
成
り
立
た
な
い
。
本
が
実
際
に
売
れ
て
、
経
費
と

利
益
分
の
回
収
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
本
稿
で
は
、
本
を
購

入
し
た
側
に
残
っ
た
本
屋
関
係
の
史
料
を
集
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
屋
が
、

名
古
屋
城
下
に
店
を
構
え
る
だ
け
で
な
く
、
尾
張
・
三
河
・
飛
騨
・
信
濃
・
奥

州
等
の
広
域
に
営
業
活
動
を
し
て
い
た
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
但
し
、
残

さ
れ
た
史
料
に
は
、
購
入
し
た
り
、
借
り
た
り
し
た
本
の
書
目
と
値
段
が
記
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
、
所
蔵
さ
れ
た
蔵
書
や
蔵
書
目
録
と
照
合
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
で
、
こ
れ
ら
の
作
業
は
別

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
、
と
り
あ
え
ず
、
確
認
で
き
た
史
料
の
表
題
と
本

屋
の
名
前
か
ら
、
そ
の
営
業
地
域
の
広
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
限
定
す

る
。
尚
、
本
稿
で
史
料
表
題
を
あ
げ
た
史
料
の
一
部
は
、『
愛
知
県
史
』
資
料

編
「
尾
西
・
尾
北
」「
西
三
河
」「
学
芸
」
に
翻
刻
し
て
い
る
。
ま
た
、
史
料
や

所
蔵
者
に
つ
い
て
は
、注
記
し
な
い
限
り
、関
係
資
料
編
の
「
解
説
」、及
び
「
史

料
群
解
説
」
に
よ
っ
て
い
る
。

一　

尾
張
に
お
け
る
名
古
屋
書
肆
の
営
業
実
態

　

尾
張
で
調
査
し
、
名
古
屋
書
肆
の
営
業
実
態
を
示
す
史
料
が
確
認
で
き
た
の

は
、
今
の
と
こ
ろ
弥
富
市
服
部
家
、
一
宮
市
吉
田
家
、
稲
沢
市
野
口
家
、
稲
沢

市
岩
田
家
、
名
古
屋
鳴
海
下
郷
家
の
五
家
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
五
家
の
概
要

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
一
）
海
西
郡
（
現
弥
富
市
）、
服
部
家

　

服
部
弥
兵
衛
家
は
海
西
郡
荷
之
上
村
（
現
弥
富
市
）
の
庄
屋
や
津
島
祭
の
市

江
車
取
締
役
な
ど
を
勤
め
、
苗
字
・
帯
刀
を
許
さ
れ
た
豪
農
で
あ
る
。
服
部
家

に
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
六
月
に
服
部
家
八
代
凱
が
所
蔵
書
を
整
理
し

て
記
録
し
た
「
服
部
氏
蔵
書
目
録
」（
県
史
尾
西
・
尾
北
所
収
）
が
あ
る
。
総

計
四
百
十
部
が
、
分
類
さ
れ
て
記
録
さ
れ
、
書
名
の
下
に
「
祐
」「
枳
」「
凱
」

と
、集
書
者
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
祐
」
は
六
代
正
慶
、俳
諧
を
嗜
み
「
祐
意
坊
」

近
世
名
古
屋
書
肆
の
営
業
展
開

T
he Business D

evelopm
ent of Publication and Sales in N

agoya Region in Edo Era

岸
野　

俊
彦
（
音
楽
学
部
教
養
部
会
）　　
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「
流
之
仙
」
等
の
俳
号
を
持
っ
た
。「
枳
」
は
七
代
正
郷
で
「
枳
戎
」
と
号
し
た
。

八
代
凱
は
文
政
元
年（
一
八
一
八
）に
家
督
を
相
続
し
、安
政
二
年（
一
八
五
五
）

に
死
去
し
た
。「
名
張
舎
」「
元
伯
」
と
称
し
、
尾
張
藩
校
明
倫
堂
の
恩
田
仲
任
、

秦
鼎
、
秦
寿
太
郎
、
鈴
木
朖
に
儒
学
や
国
学
を
学
ん
だ
。
凱
は
こ
の
目
録
作
成

後
も
多
く
の
書
籍
を
収
集
し
て
お
り
、
九
代
纉
（
逸
三
郎
）
も
明
倫
堂
の
秦
寿

太
郎
や
植
松
茂
岳
に
儒
学
や
国
学
を
学
び
、
や
は
り
多
く
の
書
籍
を
収
集
し
た
。

そ
の
多
く
は
服
部
家
に
現
存
し
て
い
る
。
服
部
家
文
書
中
、
名
古
屋
書
肆
と
の

取
引
の
確
認
で
き
る
史
料
表
題
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

①
「
丑
七
月
八
日
、
服
部
弥
兵
衛
宛
永
楽
屋
東
四
郎
覚
書
」（
県
史
尾
西
・
尾

北
収
録
）

②
「
う
し
極
月
、
服
部
弥
兵
衛
宛
永
ら
く
や
東
四
郎
覚
書
」

③
「
午
十
二
月
廿
四
日
、
服
部
清
治
宛
永
楽
屋
東
四
郎
覚
書
」

④
「
丑
極
月
廿
四
日
、
服
部
弥
兵
衛
宛
大
野
屋
惣
八
覚
書
」（
県
史
尾
西
・
尾

北
収
録
）

⑤
「
午
七
月
、
服
部
弥
兵
衛
宛
大
野
屋
惣
八
覚
書
」

⑥
「
丑
六
月
、
服
部
弥
兵
衛
宛
大
野
屋
惣
八
覚
書
」

⑦
「
午
六
月
十
八
日
、
服
部
弥
兵
衛
宛
本
屋
清
七
覚
書
」

⑧
「
子
七
月
十
二
日
、
服
部
弥
兵
衛
宛
本
や
治
兵
衛
覚
書
」

⑨
「
午
十
二
月
廿
四
日
、
服
部
弥
兵
衛
宛
東
月
堂
幸
八
表
具
代
覚
書
」（
県
史

尾
西
・
尾
北
収
録
）

　

服
部
家
と
取
引
し
た
書
肆
は
、
①
永
楽
屋
東
四
郎
②
本
屋
清
七
③
本
屋
治
兵

衛
④
大
野
屋
惣
八
（
貸
本
）
の
四
書
肆
で
あ
る
。
ま
た
、
服
部
家
に
は
、
多
く

の
書
画
が
所
蔵
さ
れ
「
書
画
目
録
」
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
書
画
の
表

装
は
、
名
古
屋
の
表
具
師
東
月
堂
幸
八
が
行
っ
て
い
る
。

（
二
）
中
島
郡
（
現
一
宮
市
）、
吉
田
家

　

吉
田
家
は
中
島
郡
小
信
中
島
村
（
現
一
宮
市
）
の
庄
屋
・
年
寄
・
留
木
裁
許

人
を
勤
め
た
。
経
営
的
に
は
、
農
業
経
営
の
他
、
縞
木
綿
を
大
量
に
京
・
大
坂

で
販
売
し
た
。
九
代
吉
田
世
良
（
茂
右
衛
門
）
は
、「
月
窓
」「
高
遠
」
の
号
で

漢
詩
・
俳
諧
・
和
歌
を
嗜
ん
だ
。
吉
田
家
文
書
中
、
名
古
屋
書
肆
と
の
取
引
が

確
認
で
き
る
史
料
表
題
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

①
「
九
月
五
日
、
吉
田
世
良
宛
菱
屋
藤
兵
衛
覚
書
」（
県
史
尾
西
・
尾
北
収
録
）

②
「
十
一
月
二
十
八
日
、
上
（
吉
田
）
宛
永
楽
屋
佐
助
覚
書
」

③
「
二
月
二
十
三
日
、
上
宛
永
楽
屋
東
四
郎
覚
書
」

④
「
二
月
二
十
四
日
、
上
宛
永
楽
屋
東
四
郎
覚
書
」

⑤
「
十
一
月
七
日
、
上
宛
菱
屋
久
八
覚
書
」

　

吉
田
家
と
取
引
し
た
書
肆
は
、
①
永
楽
屋
東
四
郎
②
菱
屋
藤
兵
衛
③
永
楽
屋

佐
助
④
菱
屋
久
八
の
四
書
肆
で
あ
る
。

（
三
）
中
島
郡
（
現
稲
沢
市
）、
野
口
家

　

野
口
善
兵
衛
家
は
、
中
島
郡
三
宅
村
（
現
稲
沢
市
）
の
庄
屋
を
歴
任
し
た
。

三
宅
村
は
、
尾
張
藩
付
家
老
成
瀬
家
（
三
万
五
千
石
）
の
一
円
給
地
で
概
高

千
百
四
石
余
の
大
村
で
あ
る
。
野
口
家
は
、
織
田
信
長
の
傳
（
守
役
）
平
手
氏

ゆ
か
り
の
家
柄
で
、
土
着
し
土
地
開
墾
を
進
め
た
と
い
う
由
緒
を
持
つ
。
野
口

家
文
書
で
確
認
で
き
た
名
古
屋
書
肆
史
料
表
題
は

①
「
巳
七
月
、
野
口
善
兵
衛
宛
本
屋
仙
三
郎
覚
書
」（
県
史
学
芸
所
収
）

②
「
明
治
二
巳
年
、
本
仙
ニ
借
本
之
覚
」（
県
史
学
芸
所
収
）
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
野
口
家
で
確
認
で
き
る
書
肆
は
本
屋
仙
三
郎
（
貸
本
）
で
あ
る
。

（
四
）
中
島
郡
（
現
稲
沢
市
）、
岩
田
家

　

岩
田
家
は
、
中
島
郡
野
田
村
（
現
稲
沢
市
）
の
豪
農
・
大
地
主
で
あ
る
。
幕

末
期
に
は
所
持
高
は
百
石
を
越
え
て
い
た
。
野
田
村
の
支
配
給
人
は
、
横
井
伊

折
介
家
（
尾
張
藩
四
千
石
）
で
あ
っ
た
。
岩
田
家
は
、
横
井
家
へ
の
多
額
の
融
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資
な
ど
も
あ
っ
て
、横
井
家
家
臣
と
な
り
、横
井
家
用
人
役
や
家
老
役
を
勤
め
た
。

　

岩
田
家
文
書
で
確
認
で
き
る
史
料
表
題
は
「
五
月
九
日
、
岩
田
御
屋
敷
宛
永

楽
屋
東
四
郎
覚
書
」（
県
史
学
芸
所
収
）
で
あ
り
、
永
楽
屋
東
四
郎
と
の
取
引

が
確
認
で
き
る
。

（
五
）
鳴
海
（
現
名
古
屋
市
）
下
郷
家

　

下
郷
家
は
、
鳴
海
の
酒
造
・
新
田
経
営
等
で
財
を
な
し
た
富
豪
で
あ
る
。
二

代
吉
親
は
、俳
号
知
足
と
称
し
、松
尾
芭
蕉
門
の
俳
人
で
あ
る
。
三
代
季
雄
（
勘

右
衛
門
・
次
郎
八
）
は
、
俳
号
蝶
羽
と
号
し
た
。
四
代
元
雄
（
次
郎
八
）
は
俳

号
亀
世
と
号
し
た
。
五
代
昌
雄
（
次
郎
八
）
は
、
俳
号
常
和
と
称
し
、
横
井
也

有
門
の
俳
人
で
あ
る
。
六
代
寛
（
仙
蔵
、
才
右
衛
門
、
次
郎
八
）
は
、
学
海
と

号
し
、
書
画
、
和
歌
、
俳
諧
等
を
嗜
ん
だ
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
著

書
『
尚
書
去
病
』
を
風
月
堂
孫
助
・
藤
屋
吉
兵
衛
等
か
ら
刊
行
し
、
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
に
四
十
九
才
で
死
去
し
て
い
る
。
七
代
景
雄
（
次
郎
八
、
勘
左

衛
門
）
は
、
伝
芳
と
号
し
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
五
十
八
才
で
死
去
し

た
。
八
代
孝
男
（
次
郎
八
）
は
丹
山
と
号
し
、
文
政
六
年
に
三
十
四
才
で
死
去

し
て
い
る
。
九
代
道
雄
（
寿
輔
、次
郎
八
）
は
此
汐
と
号
し
た
。
十
代
邦
雄
（
次

郎
太
、
次
郎
八
）
は
、
采
蘭
と
号
し
画
家
と
し
て
著
名
で
、
明
治
三
十
三
年
に

死
去
し
て
い
る
。

　

下
郷
家
文
書
（
市
政
資
料
館
）
で
確
認
で
き
る
史
料
表
題
は
、
以
下
の
も
の

で
あ
る
。

①
「
二
月
六
日
下
郷
仙
蔵
宛
風
月
孫
助
」（
県
史
学
芸
所
収
）

②
「
四
月
二
十
一
日
下
郷
次
郎
八
、
同
才
右
衛
門
宛
永
楽
屋
東
四
郎
」（
同
）

③
「
四
月
二
十
一
日　

覚　
　

永
楽
屋
東
四
郎
」（
同
）

④
「
十
二
月
十
四
日　

御
上
様
宛
藤
屋
吉
兵
衛
」（
同
）

　

下
郷
文
書
（
名
古
屋
市
博
）
で
確
認
で
き
る
も
の
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

①
「
十
二
月
十
一
日
、
下
郷
千
蔵
宛
風
月
孫
助
」

②
「
八
月
廿
二
日
、
千
代
倉
宛
慶
雲
堂
東
平
」

　

ま
た
、
大
谷
篤
蔵
・
長
友
千
代
治
編
『
下
郷
仙
蔵
宛
風
月
堂
孫
助
書
簡
』（
文

化
財
叢
書
第
七
十
七
号
）
は
、
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
六
代
仙
蔵

宛
風
月
堂
孫
助
書
簡
九
十
五
通
を
翻
刻
紹
介
し
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
下
郷
家
と
取
引
し
た
の
は
、
①
風
月
堂
孫
助
②
永
楽
屋
東
四
郎

③
藤
屋
吉
兵
衛
④
慶
雲
堂
東
平
の
四
書
肆
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
六
）
尾
張
の
名
古
屋
書
肆

　

以
上
、
尾
張
で
の
営
業
を
確
認
で
き
る
書
肆
を
整
理
し
て
お
く
。

（
現
弥
富
市
、
服
部
家
）

①
永
楽
屋
東
四
郎
②
本
屋
清
七
③
本
屋
治
兵
衛
④
大
野
屋
惣
八
（
貸
本
）
の
四

書
肆
。

①
書
画
の
表
装
は
、
名
古
屋
の
表
具
師
東
月
堂
幸
八
。

（
現
一
宮
市
、
吉
田
家
）

①
永
楽
屋
東
四
郎
②
菱
屋
藤
兵
衛
③
永
楽
屋
佐
助
④
菱
屋
久
八
の
四
書
肆
。

（
現
稲
沢
市
、
野
口
家
）

①
本
屋
仙
三
郎
。

（
現
稲
沢
市
、
岩
田
家
）

①
永
楽
屋
東
四
郎
。

（
現
名
古
屋
市
、
下
郷
家
）

①
風
月
堂
孫
助
②
永
楽
屋
東
四
郎
③
藤
屋
吉
兵
衛
④
慶
雲
堂
東
平
の
四
書
肆
。

　

以
上
、調
査
し
史
料
が
確
認
で
き
た
五
家
は
、い
ず
れ
も
豪
農
・
豪
商
で
、種
々

の
文
化
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
蔵
書
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
名
古
屋
書
肆

は
、
こ
う
し
た
家
に
営
業
に
入
り
、
複
数
の
書
肆
の
競
合
状
態
で
あ
っ
た
こ
と

が
理
解
で
き
る
。
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
野
口
家
や
岩
田
家
に
も
複
数
の
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書
肆
が
出
入
り
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

尾
張
の
五
家
へ
の
営
業
が
確
認
で
き
る
書
肆
は
、
①
永
楽
屋
東
四
郎
②
大
野

屋
惣
八
（
貸
本
）
③
本
屋
清
七
④
本
屋
治
兵
衛
⑤
菱
屋
藤
兵
衛
⑥
永
楽
屋
佐
助

⑦
菱
屋
久
八
⑧
本
屋
仙
三
郎
（
貸
本
）
⑨
風
月
堂
孫
助
⑩
藤
屋
吉
兵
衛
⑪
慶
雲

堂
東
平
の
十
一
書
肆
に
の
ぼ
り
、
書
画
の
表
装
で
は
、
名
古
屋
の
表
具
師
の
東

月
堂
幸
八
が
関
わ
っ
て
い
た
。

二　

三
河
に
お
け
る
名
古
屋
書
肆
の
営
業
実
態

　

三
河
で
名
古
屋
書
肆
の
営
業
が
確
認
で
き
る
史
料
は
、
今
の
と
こ
ろ
豊
田
市

村
上
家
、
刈
谷
市
太
田
家
、
豊
田
市
足
助
小
出
家
、
豊
橋
市
松
坂
家
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
四
家
を
中
心
に
概
要
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
一
）
刈
谷
藩
医
、
国
学
者
村
上
忠
順
（
現
豊
田
市
）
と
名
古
屋
書
肆

　

村
上
忠
順
は
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
村
上
忠
幹
の
次
男
と
し
て
三
河
国

碧
海
郡
堤
村
（
現
豊
田
市
）
に
生
ま
れ
た
。
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
六
月

か
ら
同
十
三
年
十
月
ま
で
、
名
古
屋
の
加
藤
敬
順
に
医
学
（
内
治
学
）
を
学

び
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
帰
郷
、
十
二
月
か
ら
堤
村
で
開
業
し
た
。
名
を

は
じ
め
賢
次
（
賢
二
）
後
忠
順
、
字
を
承
卿
、
号
を
蓬
廬
と
称
し
た
。
名
古
屋

遊
学
の
間
に
、
万
葉
集
を
秦
鼎
に
、
古
事
記
を
植
松
茂
岳
に
学
び
、
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
に
本
居
内
遠
に
入
門
し
て
い
る
。
嘉
永
六
年
四
月
、
刈
谷
藩
医

で
あ
っ
た
父
玄
意
（
忠
幹
）
の
死
去
に
よ
り
家
督
を
継
ぎ
、
六
月
、
三
人
扶
持

金
八
両
、
御
小
納
戸
格
表
医
師
と
な
っ
た
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
正
月
か

ら
三
河
国
福
田
村
の
酒
井
玄
悦
、
同
敬
蔵
に
眼
科
を
学
ん
だ
。
こ
の
間
、
刈
谷

藩
主
土
井
利
善
に
論
語
・
孝
経
・
老
荘
・
孫
子
・
源
氏
物
語
等
を
講
じ
た
。

　

忠
順
は
、
古
典
の
研
究
・
注
釈
に
つ
と
め
、
多
く
の
書
物
を
収
集
し
て
、
収

蔵
す
る
た
め
の
文
庫
を
設
け
た
。
こ
れ
を
「
千
巻
舎
」
と
名
付
た
。
二
万
五
千

冊
余
が
収
蔵
さ
れ
、
現
在
は
刈
谷
市
中
央
図
書
館
内
の
村
上
文
庫
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
書
物
の
上
に
忠
順
は
、『
古
事
記
』（
明
治
七
年
深
見
藤
十
蔵
板
、

発
行
書
肆
、
三
河
八
丁
村
近
藤
巴
太
郎
、
同
新
堀
村
深
見
藤
吉
）『
祝
詞
』『
古

語
拾
遺
』（
明
治
十
年
、
深
見
藤
十
蔵
板
）『
万
葉
集
』『
金
玉
集
』『
散
木
弄
歌

集
』『
和
名
抄
』
等
の
標
注
を
行
い
、
ま
た
『
名
所
栞
』『
神
号
略
記
』（
明
治

七
年
、
尾
張
慶
雲
堂
発
兌
）『
社
号
一
覧
』『
三
則
啓
蒙
』『
雅
語
訳
解
』『
拾
遺

喩
草
』
の
著
述
、『
玉
藻
集
』（
初
編
和
歌
山
坂
本
屋
喜
一
郎
刊
、
二
編
永
楽
屋

東
四
郎
刊
）『
管
藻
集
』『
河
藻
集
』（
文
久
二
年
序
、松
塢
亭
、晴
月
堂
蔵
板
）『
嵯

峨
野
集
』『
元
治
元
年
千
首
』（
慶
応
二
年
序
、
松
塢
亭
蔵
板
）
等
の
和
歌
集
の

編
集
刊
行
を
し
た
。
医
師
と
し
て
は
『
薬
品
識
名
』『
臁
瘡
方
論
』
等
を
著
し
た
。

刊
行
著
書
の
蔵
板
主
に
「
深
見
藤
十
」「
松
塢
亭
」
と
あ
る
の
は
、
三
河
碧
海

郡
新
堀
村
（
現
岡
崎
市
）
の
木
綿
問
屋
の
富
商
深
見
藤
十
篤
慶
で
あ
る
。
深
見

一
統
は
、
三
河
最
大
の
木
綿
問
屋
・
木
綿
仲
買
を
営
な
み
、
領
主
で
あ
る
沼
津

藩
水
野
氏
の
御
用
達
を
勤
め
た
。
篤
慶
は
、
村
上
忠
順
に
国
学
を
学
び
、
忠
順

の
娘
愛
子
を
妻
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
忠
順
の
著
書
の
刊
行
や
書
籍
購
入
の
た

め
の
資
金
援
助
を
し
た
。
以
下
の
史
料
は
、
そ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　

覚

名
古
屋
御
買
付
〆
高

一　

金
六
拾
九
両
弐
分
弐
朱
ト
弐
文　

本
代
并
休
泊
共

　
　

内
金
三
拾
五
両
也　
　

先
達
而
明
司
殿
江
相
渡
分

　
　

引
〆
金
三
拾
四
両
弐
分
弐
朱
ト
弐
分

右
之
通
差
上
候
間
、
御
改
御
請
取
可
被
下
候
、
以
上

　
　

酉
十
月
二
十
八
日　
　
　
　
　
　
　

深
藤

　
　

村
上
大
人
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「
深
藤
」
は
、
深
見
藤
十
、「
村
上
大
人
」
は
村
上
忠
順
、「
明
司
殿
」
は
、

忠
順
の
次
男
の
村
上
忠
明
で
あ
る
。
名
古
屋
で
の
書
物
購
入
費
用
と
し
て
、

六
十
九
両
余
の
大
金
を
深
見
篤
慶
は
忠
順
に
提
供
し
て
い
る
。　

　

村
上
家
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
名
古
屋
書
肆
と
の
関
係
史
料
の
表
題
は
以
下

の
も
の
で
あ
る
。

①
「
戌
二
月
二
十
二
日
、
村
上
大
先
生
宛
永
楽
屋
東
四
郎
」

②
「
十
一
月
晦
日
、
村
上
先
生
宛
永
楽
屋
東
四
郎
」（
県
史
学
芸
所
収
）

③
「
四
月
晦
日
、
村
上
承
卿
宛
永
楽
屋
東
四
郎
」（
同
）

④
「
寅
極
月
、
村
上
承
卿
宛
永
楽
屋
東
四
郎
」

⑤
「
二
月
三
日
、
村
上
先
生
宛
永
楽
屋
東
四
郎
」（
県
史
学
芸
所
収
）

⑥
「
正
月
十
四
日
、
村
上
宛
永
楽
屋
東
四
郎
」

⑦
「
六
月
朔
日
、
村
上
宛
菱
屋
藤
兵
衛
」（
県
史
学
芸
所
収
）

⑧
「
六
月
朔
日
、
村
上
宛
菱
屋
藤
兵
衛
」（
同
）

⑨
「
申
七
月
、
村
上
承
卿
宛
美
濃
屋
清
七
」（
同
）

⑩
「
二
月
二
十
一
日
、
上
（
村
上
）
宛
松
花
堂
」（
同
）

⑪
「
八
月
二
十
四
日
、
村
上
賢
二
宛
本
屋
伊
六
」（
加
藤
敬
順
に
従
学
中
）

⑫
「
七
月
二
十
四
日
、
小
西
和
助
宛
本
屋
伊
六
」

⑬
「
辰
二
月
二
十
八
日
、
村
上
承
卿
宛
本
屋
伊
六
」（
県
史
学
芸
所
収
）

⑭
「
寅
七
月
、
村
上
承
卿
宛
本
屋
伊
六
」

⑮
「
六
月
十
日
、
村
上
承
卿
宛
美
の
や
伊
六
」（
県
史
学
芸
所
収
）

⑯
「
壬
辰
（
天
保
三
）
正
月
五
日
、
村
上
承
卿
宛
本
や
伊
六
」

⑰
「
壬
辰
六
月
三
日
、
村
上
承
卿
宛
本
や
伊
六
」

⑱
「
壬
辰
正
月
二
十
八
日
村
上
承
卿
宛
み
の
や
伊
六
」

⑲
「
壬
辰
三
月
十
二
日
、
み
の
や
伊
六
」

⑳
「
辛
卯
（
天
保
二
）
極
月
、
村
上
承
卿
宛
本
や
伊
六
」

㉑
「
辰
七
月
、
村
上
承
卿
宛
み
の
や
伊
六
」

㉒
「
丑
極
月
、
加
藤
様
御
内
村
上
賢
二
宛
本
や
伊
六
」（
加
藤
敬
順
に
従
学
中
）

㉓
「
三
月
二
十
六
日
、
村
上
宛
皓
月
堂
文
助
」（
県
史
学
芸
所
収
）

　

以
上
、
村
上
家
と
取
引
を
確
認
で
き
る
名
古
屋
書
肆
は
①
永
楽
屋
東
四
郎
②

菱
屋
藤
兵
衛
③
美
濃
屋
清
七
④
松
花
堂
⑤
美
濃
屋
伊
六
⑥
皓
月
堂
文
助
の
六
書

肆
で
あ
る
。

（
二
）
刈
谷
藩
御
用
達
太
田
平
右
衛
門
家
（
現
刈
谷
市
）
と
名
古
屋
書
肆

　

刈
谷
太
田
平
右
衛
門
家
は
、
織
田
信
孝
の
旧
臣
で
、
承
応
四
年
（
一
六
五
五
）

に
知
多
郡
か
ら
刈
谷
に
移
住
し
た
。
刈
谷
藩
は
、
諸
大
名
家
が
入
転
封
し
た

が
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
土
井
利
信
が
西
尾
か
ら
移
り
、
以
後
廃
藩
置
県

ま
で
、
二
万
三
千
石
の
土
井
氏
支
配
が
続
い
た
。
太
田
平
右
衛
門
家
は
、
代
々

庄
屋
役
を
勤
め
、元
禄
期
に
は
酒
造
を
営
ん
で
い
た
。
宝
永
五
年
（
一
七
〇
七
）

年
に
は
酒
造
を
休
業
し
て
油
問
屋
専
業
と
な
り
、
土
井
氏
の
前
の
藩
主
三
浦
氏

時
代
の
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
年
か
ら
苗
字
御
免
と
な
っ
て
い
た
。
土
井

氏
時
代
の
天
明
・
寛
政
期
に
藩
の
御
用
商
人
と
し
て
名
を
あ
げ
た
。
十
一
代
平

右
衛
門
正
行
は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
西
尾
の
辻
氏
か
ら
の
養
子
で
あ

る
。
号
を
蒼
吾
と
い
い
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
七
十
三
才
で
死
去
し
て

い
る
。
十
二
代
平
右
衛
門
正
範
は
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
家
督
相
続
し
、

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
年
に
四
十
四
才
で
死
去
す
る
。
こ
の
間
、
天
保
八
年

（
一
八
三
七
）
に
は
、正
行
は
「
御
馬
廻
り
格
」
正
範
は
「
御
馬
役
格
」
と
な
っ

て
い
る
。
太
田
家
は
、
和
泉
屋
の
屋
号
を
持
つ
油
問
屋
で
あ
る
が
、
木
綿
、
黒

砂
糖
（
薩
摩
藩
）、
干
鰯
、
白
砂
糖
等
も
商
い
、
刈
谷
藩
の
外
、
西
尾
藩
、
岡

崎
藩
、
吉
田
藩
の
払
い
米
を
扱
っ
て
い
る
。

　

太
田
家
に
は
明
治
二
年
九
月
の
「
御
払
書
籍
調
帳
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
太

田
家
の
蔵
書
の
概
要
が
理
解
で
き
る
。
一
番
か
ら
二
百
十
七
番
ま
で
の
番
号
が
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付
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
書
籍
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
総
数
九
百
七
十
種
の

多
様
で
大
量
の
書
籍
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
大
量
の
書
籍
の
購
入
は
、

名
古
屋
書
肆
か
ら
も
な
さ
れ
た
。
太
田
家
文
書
中
、
名
古
屋
書
肆
と
の
取
引
を

確
認
で
き
る
史
料
表
題
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

①
「
太
田
宛
慶
雲
堂
東
平
覚
書
」（
県
史
学
芸
所
収
）

②
「
丑
四
月
十
二
日
、
上
（
太
田
）
宛
本
屋
伊
六
覚
書
」（
同
）

③
「
四
月
十
二
日
、
上
（
太
田
）
宛
永
楽
屋
東
四
郎
覚
書
」（
同
）

④
「
八
月
二
十
六
日
、
和
泉
屋
平
右
衛
門
宛
永
楽
屋
東
四
郎
覚
書
」（
同
）

⑤
「
菊
月
五
日
、
太
田
平
右
衛
門
宛
永
楽
屋
佐
助
」

⑥
「
菊
月
四
日
、
太
田
平
右
衛
門
宛
永
楽
屋
佐
助
」（
県
史
学
芸
所
収
）

⑦
「
霜
月
、
太
田
平
右
衛
門
宛
永
楽
屋
佐
助
」（
同
）

⑧
「
酉
五
月
十
一
日
、
太
田
平
右
衛
門
宛
永
楽
屋
佐
助
」（
同
）

⑨
「
五
月
二
十
二
日
、
太
田
平
右
衛
門
宛
永
楽
屋
佐
助
」

⑩
「
三
月
二
十
二
日
、
太
田
平
右
衛
門
宛
永
楽
屋
佐
助
」

⑪
「
四
月
十
五
日
、
太
田
平
右
衛
門
宛
永
楽
屋
佐
助
」

⑫
「
霜
月
十
三
日
、
太
田
平
右
衛
門
宛
永
楽
屋
佐
助
」（
県
史
学
芸
所
収
）

⑬
「
菊
月
十
三
日
、
太
田
平
右
衛
門
宛
永
楽
屋
佐
助
」（
同
）

⑭
「
太
田
御
内
お
ひ
さ
宛
吉
川
弘
道
（
唐
本
屋
勘
右
衛
門
売
払
）」

⑮
「
八
月
十
六
日
、
太
田
平
右
衛
門
宛
岡
本
権
四
郎
」（
県
史
学
芸
所
収
）

⑯
「
五
月
十
四
日
、
太
田
平
右
衛
門
宛
東
月
堂
幸
八
」（
同
）

⑰
「
六
月
二
十
五
日
、
平
兵
衛
宛
尾
頭
中
書
」（
同
）

⑱
「
懸
け
物
二
十
幅
預
け
」（
同
）

　

太
田
家
と
取
引
し
た
書
肆
は
①
慶
雲
堂
東
平
②
永
楽
屋
東
四
郎
③
永
楽
屋
佐

助
の
三
書
肆
で
あ
る
。
こ
の
他
、
名
古
屋
書
肆
唐
本
屋
勘
右
衛
門
の
廃
業
に
伴

う
売
払
い
の
斡
旋
を
吉
川
弘
道
（
不
明
）
が
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
名
古
屋
の

書
家
尾
頭
中
書
が
書
画
の
斡
旋
を
し
て
い
る
。
太
田
家
に
は
多
く
の
書
画
も
所

蔵
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
表
装
を
名
古
屋
の
表
具
師
東
月
堂
幸
八

が
引
き
受
け
て
い
る
。

（
三
）
三
河
加
茂
郡
足
助
村
（
現
、
豊
田
市
）
小
出
家
と
名
古
屋
書
肆

　

足
助
の
小
出
権
三
郎
家
は
、
寛
文
期
に
は
酒
造
を
行
い
、
味
噌
も
含
め
た
醸

造
や
塩
・
木
綿
・
肥
料
な
ど
の
流
通
業
、
金
融
業
を
通
じ
て
経
営
を
拡
大
し
、

足
助
を
代
表
す
る
商
人
と
な
っ
た
。
安
永
期
以
降
、
領
主
で
あ
る
足
助
陣
屋
旗

本
本
多
氏
の
勝
手
方
を
担
い
、
士
分
格
を
得
た
外
、
矢
作
川
河
口
部
の
新
田
経

営
に
も
参
入
し
て
い
る
。
権
三
郎
家
の
分
家
小
出
権
右
衛
門
（
油
屋
）
は
、
天

保
期
前
後
に
本
多
氏
の
三
河
知
行
所
二
十
七
ヶ
村
を
束
ね
る
大
庄
屋
を
二
十
余

年
に
わ
た
っ
て
勤
め
た
。
足
助
は
、
岡
崎
の
鶴
田
卓
池
や
刈
谷
の
中
島
秋
挙
に

学
ん
だ
板
倉
塞
馬
（
池
田
屋
七
右
衛
門
、
金
物
・
醤
油
・
味
噌
）
を
中
心
に
俳

諧
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
分
家
権
右
衛
門
は
「
蘭
所
」
の
俳
号
を
持
ち
、
塞
馬
と

と
も
に
足
助
俳
諧
を
担
っ
た
。

　

小
出
家
の
蔵
書
目
録
は
、
確
認
で
き
な
い
が
、「
道
具
類
書
上
」
の
中
に

百
三
十
四
部
四
百
一
冊
の
書
籍
が
本
箱
ご
と
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

小
出
家
文
書
中
、
名
古
屋
書
肆
と
の
関
係
が
わ
か
る
史
料
は
永
楽
屋
東
四
郎
、

本
屋
久
兵
衛
を
中
心
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
代
表
的
な
史
料
表

題
を
撰
定
列
記
す
る
。

①
「
天
保
四
年
七
月
九
日
、
本
屋
久
兵
衛
宛
足
助
小
出
権
三
郎
覚
書
」（
県
史

西
三
河
所
収
）

②
「
天
保
四
年
八
月
廿
九
日
、
足
助
小
出
権
三
郎
宛
本
屋
久
兵
衛
書
状
」（
県

史
西
三
河
所
収
）

③
「
天
保
六
年
閏
七
月
十
四
日
、足
助
小
出
権
三
郎
宛
本
屋
久
兵
衛
書
状
」（
県

史
西
三
河
所
収
）
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④
「
六
月
七
日
、
小
出
宛
本
屋
久
兵
衛
覚
書
」（
買
取
）（
県
史
学
芸
所
収
）

⑤
「
弘
化
四
年
五
月
六
日
、小
出
宛
文
教
堂
保
兵
衛
覚
書
」（
県
史
西
三
河
所
収
）

⑥
「
十
月
、
小
出
権
三
郎
宛
宮
町
味
岡
屋
久
二
郎
覚
書
（
貸
本
）」（
県
史
西
三

河
所
収
）

⑦
「
七
月
十
一
日
、
小
出
権
三
郎
宛
永
楽
屋
東
四
郎
覚
書
」

⑧
「
七
月
七
日
、
小
出
権
三
郎
宛
永
楽
屋
東
四
郎
覚
書
」

⑨
「
卯
十
一
月
廿
三
日
、
小
出
権
三
郎
宛
永
楽
屋
東
四
郎
覚
書
」

⑩
「
十
月
廿
七
日
、
足
助
権
三
郎
宛
永
楽
屋
東
四
郎
覚
書
」

⑪
「
未
六
月
四
日
、
永
楽
屋
東
四
郎
、
御
代
中
宛
小
出
権
三
郎
覚
書
」（
買
取
）

⑫
「
六
月
廿
七
日
、
小
出
権
三
郎
宛
永
東
南
店
覚
書
」

⑬
「
未
十
二
月
廿
一
日
、
小
出
権
三
郎
宛
永
楽
屋
南
店
覚
書
」（
県
史
学
芸�

所
収
）

⑭
「
八
月
廿
日
、
小
出
宛
永
楽
屋
和
助
覚
書
」（
同
）

⑮
「
五
月
十
二
日
、
小
出
権
三
郎
宛
美
濃
屋
伊
六
覚
書
」

　

以
上
か
ら
、
小
出
家
と
取
引
の
あ
っ
た
名
古
屋
書
肆
は
①
本
屋
久
兵
衛
②
文

教
堂
保
兵
衛
③
永
楽
屋
東
四
郎
④
永
楽
屋
和
助
⑤
永
楽
屋
南
店
⑥
美
濃
屋
伊
六

⑦
味
岡
屋
久
二
郎
（
貸
本
）
の
七
書
肆
で
あ
る
。

　

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
小
出
家
「
名
府
諸
色
留
」
に
は
「
一　

本
久
、
安

井
久
兵
衛
、
子
越
次
郎
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
名
古
屋
に
買
い
物
を
す
る
時
の

書
肆
名
に
本
屋
久
兵
衛
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
天
保
十
二
年
江
戸
出
府
中
の

「
諸
色
買
物
記
」
に
は
、三
月
朔
日
に
『
江
戸
大
絵
図
』『
町
鑑
』『
和
漢
年
代
記
』

『
万
代
宝
鑑
』
を
日
本
橋
の
須
原
屋
茂
兵
衛
で
購
入
し
、
六
月
に
は
、『
泰
平
年

表
』『
殿
居
嚢
』『
青
標
紙
』
を
上
野
御
成
小
路
の
本
屋
で
購
入
し
て
い
る
。

（
四
）
三
河
吉
田
藩
御
用
達
松
坂
家
（
現
豊
橋
市
）
と
名
古
屋
書
肆

　

三
河
吉
田
藩
御
用
達
の
松
坂
家
に
も
、
尾
張
書
肆
と
の
関
係
史
料
が
残
さ
れ

て
い
る
。
史
料
の
宛
名
に
な
っ
て
い
る
松
坂
幸
左
衛
門
（
八
十
八
）
は
、
吉
田

藩
御
用
達
で
松
坂
家
六
代
重
賜
で
あ
る
。
松
坂
家
は
父
で
あ
る
五
代
重
秩樛
が

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
初
め
て
吉
田
藩
御
用
達
に
な
っ
た
。
文
化
六
年

（
一
八
〇
九
）
に
二
連
木
か
ら
田
中
新
田
（
現
、豊
橋
市
牛
川
町
）
に
移
住
し
た
。

重
賜
は
、
文
化
二
年
生
ま
れ
で
、
文
化
十
三
年
に
父
が
死
ぬ
と
家
督
、
幸
左
衛

門
と
称
し
た
。
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
四
人
扶
持
、
同
六
年
苗
字
帯
刀
許

可
、
同
八
年
五
人
扶
持
、
同
十
二
年
六
人
扶
持
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
八

人
扶
持
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
御
家
来
並
小
役
人
以
上
格
と
な
り
、
嘉
永

六
年（
一
八
五
三
）二
月
に
通
称
を
八
十
八
と
改
め
た
。
安
政
二
年（
一
八
五
五
）

十
人
扶
持
、
同
六
年
十
二
月
、
通
称
を
兵
左
衛
門
と
改
め
た
。
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
に
吉
田
藩
御
用
達
の
最
高
位
の
御
代
官
格
と
な
っ
て
い
る
。
明

治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
家
督
を
嫡
子
重
澄
に
譲
っ
て
隠
居
し
た
が
、
翌
三
年

七
月
、
六
十
八
才
で
死
去
し
た
。

　

重
賜
は
、
和
歌
、
漢
詩
、
花
道
に
通
じ
て
お
り
、
和
歌
は
岩
上
登
波
子
、
詩

は
中
島
宗
隠
門
で
、
重
賜
詩
歌
集
（
詩
九
十
篇
、
和
歌
百
二
十
七
首
）
が
あ

り
、
諸
種
の
書
籍
を
写
し
た
も
の
数
十
冊
を
残
し
て
い
る
。（
以
上
、
藤
井
隆

「
吉
田
藩
御
用
達
松
坂
重
賜
日
記
に
つ
い
て
」
豊
橋
美
博
研
究
紀
要
九
号
）『
松

坂
家
蔵
書
目
録
』
の
文
久
三
年
改
の
蔵
書
数
は
、「
和
書
」
歴
史
軍
書
四
十
三

部
五
百
九
冊
、
歌
書
二
十
四
部
百
八
十
四
冊
、
和
文
十
部
百
十
九
冊
、
詩
集
文

集
之
類
二
十
一
部
百
七
冊
、
雑
二
百
四
十
八
部
九
百
十
冊
、
総
計
三
百
四
十

部
千
八
百
二
十
九
冊
。「
仏
書
」
八
部
二
十
四
冊
、「
異
朝
（
漢
籍
）」
経
書

五
十
一
部
五
百
二
十
九
冊
、
子
類
十
八
部
百
十
三
冊
、
史
二
十
九
部
四
百
二

冊
、
文
八
部
七
十
一
冊
、
詩
二
十
九
部
百
二
十
四
冊
、
雑
五
十
部
四
百
七
十
六

冊
、
総
計
百
八
十
五
部
、
千
七
百
十
五
冊
、「
和
漢
仏
」
総
計
五
百
三
十
三
部
、

三
千
五
百
六
十
八
冊
と
い
う
膨
大
な
書
籍
数
で
あ
る
。
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松
坂
家
文
書
中
の
名
古
屋
書
肆
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
表
題

は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

①
「
卯
十
二
月
十
七
日　

松
坂
八
十
八
宛
皓
月
文
助
覚
書
」（
県
史
学
芸
所
収
）

②
「
七
月
二
十
七
日
松
坂
幸
左
衛
門
宛
皓
月
文
助
覚
書
」（
同
）

③
「
卯
盆
前　

松
坂
八
十
八
宛
皓
月
文
助
覚
」（
同
）

④
「
五
月
十
日　

松
坂
八
十
八
宛
皓
月
文
助
」（
同
）

⑤
「
未
十
二
月
松
坂
八
十
八
宛
皓
月
文
助
」（
同
）

⑥
「
未
盆
前　

松
坂
八
十
八
宛
（
皓
月
文
助
）」（
同
）

⑦
「
三
月
二
十
日　

松
坂
幸
左
衛
門
宛
風
月
孫
助
」（
同
）

　

以
上
、
松
坂
家
と
取
引
の
確
認
で
き
る
書
肆
は
、
①
皓
月
堂
文
助
②
風
月
堂

孫
助
の
二
書
肆
で
あ
る
。

（
五
）
羽
田
文
庫
旧
蔵
『
手
向
草
』
藤
屋
儀
助
挿
入
書
状

　

三
河
羽
田
八
幡
宮
神
明
宮
神
主
で
、
本
居
大
平
・
平
田
篤
胤
門
人
の
羽
田
野

敬
雄
が
、創
設
し
た
「
羽
田
文
庫
」
旧
蔵
の
『
手
向
草
』
が
あ
る
。『
手
向
草
』
は
、

賀
茂
真
淵
の
十
三
回
忌
追
慕
歌
集
で
、
本
居
宣
長
の
意
を
受
け
て
、
名
古
屋
の

田
中
道
麿
蔵
板
で
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
刊
行
し
た
。
取
次
所
は
、
伊
勢

松
坂
「
柏
屋
兵
助
」、
名
古
屋
の
「
伊
勢
屋
忠
兵
衛
」
で
あ
る
。
羽
田
文
庫
旧

蔵
の
『
手
向
草
』
に
、
以
下
の
書
状
が
挿
入
し
て
あ
っ
た
。

「
十
一
月
五
日
、
鈴
木
土
佐
宛
藤
屋
儀
助
」

　
　
　

追
啓

一　

手
向
草
出
板
仕
候
、
二
部
指
上
申
候
、
御
買
上
可
被
下
候
、
外
ニ
壱
部
乍

御
世
話
様
植
田
栄
作
様
へ
御
届
ケ
可
被
下
候
、
〆
三
部
指
上
申
候
、
壱
冊
ニ
付
、

代
三
匁
五
部
宛
ニ
御
座
候
、
御
弘
メ
可
被
下
候
、
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　

十
一
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
屋
儀
助

　
　
　

鈴
木
土
佐
様

　

鈴
木
土
佐
は
、
天
明
四
年
に
本
居
宣
長
に
入
門
し
た
、
三
河
吉
田
熊
野
神
社

神
主
の
鈴
木
梁
満
で
あ
る
。
植
田
栄
作
は
、
吉
田
札
木
町
の
吉
田
藩
御
用
達
で

賀
茂
真
淵
門
人
植
田
義
方
（
七
三
郎
）
か
。
藤
屋
儀
助
は
名
古
屋
伝
馬
町
九
丁

目
の
書
肆
で
あ
る
。
刊
記
に
は
確
認
で
き
な
い
書
肆
で
あ
る
が
、
田
中
道
麿
の

意
を
受
け
て
刊
行
後
、
早
速
、
鈴
木
土
佐
と
植
田
栄
作
に
送
り
、
宣
伝
を
依
頼

し
て
い
る
。

（
六
）
三
河
と
名
古
屋
書
肆

　

以
上
、
三
河
に
営
業
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
名
古
屋
書
肆
を
整

理
し
て
み
る
と

（
碧
海
郡
堤
村
、
現
豊
田
市
、
村
上
家
）

①
永
楽
屋
東
四
郎
②
菱
屋
藤
兵
衛
③
美
濃
屋
清
七
④
松
花
堂
⑤
美
濃
屋
伊
六
⑥

皓
月
堂
文
助
の
六
書
肆
。

（
刈
谷
、
現
刈
谷
市
太
田
家
）

①
慶
雲
堂
東
平
②
永
楽
屋
東
四
郎
③
永
楽
屋
佐
助
の
三
書
肆
。
他
に
、
名
古
屋

書
肆
唐
本
屋
勘
右
衛
門
売
払
斡
旋
を
吉
川
弘
道
。
書
画
の
斡
旋
を
名
古
屋
の
書

家
尾
頭
中
書
。
書
画
表
装
を
表
具
師
東
月
堂
幸
八
。

（
足
助
、
現
豊
田
市
、
小
出
家
）

①
本
屋
久
兵
衛
②
文
教
堂
保
兵
衛
③
永
楽
屋
東
四
郎
④
永
楽
屋
和
助
⑤
永
楽
屋

南
店
⑥
美
濃
屋
伊
六
⑦
味
岡
屋
久
二
郎
（
貸
本
）
の
七
書
肆
。

（
吉
田
、
現
豊
橋
市
、
松
坂
家
）

①
皓
月
堂
文
助
②
風
月
堂
孫
助
の
二
書
肆
。

（
吉
田
、
現
豊
橋
市
、
鈴
木
土
佐
）

①
藤
屋
儀
助

　

三
河
は
名
古
屋
に
近
い
西
三
河
の
村
上
家
、
太
田
家
、
小
出
家
に
は
、
多
く

の
名
古
屋
書
肆
が
営
業
に
入
り
、
激
烈
な
競
合
状
態
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
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る
。
名
古
屋
か
ら
離
れ
た
東
三
河
の
松
坂
家
や
鈴
木
土
佐
家
に
も
、
名
古
屋
書

肆
が
営
業
に
入
っ
て
い
る
。
今
後
の
調
査
次
第
で
、
さ
ら
に
名
古
屋
書
肆
の
営

業
が
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
他
、
太
田
家
の
書
画
の
表
装
に
名
古

屋
の
表
具
師
東
月
堂
幸
八
が
入
っ
て
い
る
。

　

三
河
に
営
業
に
入
っ
た
書
肆
を
ま
と
め
る
と
①
永
楽
屋
東
四
郎
②
菱
屋
藤
兵

衛
③
美
濃
屋
清
七
④
松
花
堂
⑤
美
濃
屋
伊
六
⑥
皓
月
堂
文
助
⑦
慶
雲
堂
東
平
⑧

永
楽
屋
佐
助
⑨
本
屋
久
兵
衛
⑩
文
教
堂
保
兵
衛
⑪
永
楽
屋
和
助
⑫
永
楽
屋
南
店

⑬
味
岡
屋
久
二
郎
（
貸
本
）
⑭
風
月
堂
孫
助
⑮
藤
屋
儀
助
の
十
五
書
肆
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

高
山
国
学
者
富
田
礼
彦
と
尾
張
書
肆
美
濃
屋
清
七

　

豊
田
市
村
上
家
文
書
の
村
上
忠
順
へ
宛
て
た
書
状
の
中
に
、
富
田
礼
彦
か
ら

の
書
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。
出
版
や
和
歌
の
交
歓
な
ど
が
記
さ
れ
、
名
古
屋
書

肆
美
濃
屋
清
七
の
名
が
出
て
く
る
。
高
山
市
郷
土
館
に
富
田
家
文
書
が
残
さ
れ

て
お
り
、
以
下
、
そ
の
調
査
か
ら
概
要
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

　

富
田
礼
彦
は
、幕
府
高
山
代
官
所
の
地
役
人
で
あ
る
。文
化
八
年（
一
八
一
一
）

に
二
十
五
俵
三
人
扶
持
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
頭
取
役
、
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）八
月
高
山
県
判
事
と
な
る
。明
治
二
年
二
月
、梅
村
騒
動
に
関
わ
っ

て
自
殺
未
遂
。
こ
の
た
め
閉
居
謹
慎
と
な
り
、
同
年
三
月
に
判
事
御
免
と
な
っ

て
い
る
。
国
学
を
高
山
の
本
居
宣
長
門
人
田
中
大
秀
に
学
び
、
他
方
漢
詩
も
よ

く
し
た
。
国
学
は
、三
河
の
村
上
忠
順
と
交
友
が
深
く
、漢
詩
の
場
合
に
は
「
富

田
節
斎
」
と
称
し
、
尾
張
の
森
春
濤
と
交
友
が
深
か
っ
た
。
富
田
家
文
書
に
は
、

森
春
濤
添
削
の
漢
詩
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

富
田
礼
彦
は
、
高
山
で
和
歌
や
国
学
の
門
人
、
吉
嶋
斐
之
、
川
上
尋
寿
、
南

城
鞆
雄
、
都
竹
甕
雄
、
安
保
邦
彪
、
桑
原
千
町
、
堀
通
緒
、
瀧
原
遠
音
等
と
月

次
会
を
行
っ
て
い
る
。

　

富
田
礼
彦
の
「
公
私
日
記
」
を
見
る
と
、
高
山
の
富
田
礼
彦
の
所
や
、
さ
ら

に
飛
騨
古
川
方
面
へ
、
名
古
屋
書
肆
美
濃
屋
清
七
が
、
屡
々
営
業
で
訪
問
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
書
物
の
売
買
の
外
、
三
河
の
村
上
忠
順
と
の
書
状
や
書

物
、
物
品
の
交
換
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
富
田
礼
彦
が
名
古
屋
を
訪
問
し
た

時
に
は
、
礼
彦
を
三
河
碧
海
郡
堤
村
の
村
上
忠
順
宅
に
案
内
も
し
て
い
る
。
以

下
、「
公
私
日
記
」
に
出
て
く
る
、
美
濃
屋
清
七
関
係
記
事
を
列
挙
し
て
お
く
。

富
田
礼
彦
「
公
私
日
記
」

文
久
三
年
三
月
晦
日
「
名
古
屋
本
町
十
丁
目
美
濃
屋
清
七
相
越
候
間
、
左
之
通

相
認
、
桂
花
余
香
、
三
時
山
水
帳
、
竹
洞
□
神
祇
□
□
」

文
久
四
（
元
治
元
）
年
三
月
二
十
八
日
「
名
古
屋
美
濃
屋
清
七
相
越
」

同
年
七
月
二
十
七
日
「
尾
州
名
古
屋
美
濃
屋
清
七
相
越
、
明
日
古
川
へ
相
越
度

段
申
出
候
付
、
大
の
彦
左
右
衛
門
、
蒲
八
十
松
其
外
転
書
遣
」

同
年
七
月
晦
日
「
三
州
刈
谷
藩
村
上
承
卿
へ
書
状
相
認
、
短
冊
三
拾
弐
葉
、
野

へ
の
う
つ
ら
四
巻
、
詠
歌
三
百
首
相
認
、
金
百
疋
、
一
位
硯
箱
一
面
相
添
、
玉

藻
集
へ
詠
歌
加
入
頼
遣
候
事
」

同
年
八
月
二
日
「
名
古
屋
美
濃
屋
清
七
相
越
」

（
富
田
礼
彦
「
野
辺
の
う
つ
ら
四
」
挿
入
張
付
）

「　
三
州
刈
谷
藩　
　
　

村
上
承
卿
忠
順

　
　

�

春
歌
百
首
、
夏
歌
六
十
六
首
、
秋
歌
六
十
一
首
、
冬
歌
九
首
、
恋
歌
十
一

首
、
雑
歌
六
十
一
首

　
　

合
歌
数
三
百
八
首
、
外
皇
国
詠
史
短
冊
三
十
二
葉

　
　

右
元
治
元
年
八
月
朔
日
、
尾
州
名
古
屋
美
濃
屋
清
七
へ
渡
」

同
年
十
月
十
四
日
「
尾
州
名
古
屋
美
濃
屋
清
七
相
越
、
三
州
村
上
承
卿
よ
り
書

状
相
届
候
事
、
三
州
刈
谷
村
上
承
卿
よ
り
書
状
并
出
雲
国
造
よ
り
承
候
由
ニ
而
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桜
の
林
（
千
家
尊
澄
、
安
政
三
年
刊
）
壱
冊
差
越
」

同
年
十
月
十
五
日
「
昨
十
四
日
昼
よ
り
詠
歌
六
百
首
、
昨
夜
中
も
取
懸
り
、
今

朝
平
明
よ
り
夜
五
ッ
時
迄
ニ
写
切
、
村
上
へ
詠
歌
史
集
頼
遣
し
候
事
、
三
州
刈

谷
村
上
承
卿
へ
書
状
、
金
百
疋
、
春
慶
塔
盆
壱
ッ
、
詠
史
六
百
首
、
右
封
込
美

濃
屋
清
七
江
届
方
頼
遣
候
事
」

元
治
二
年
四
月
二
日
「
尾
州
名
古
屋
美
濃
屋
清
七
相
越
」

同
年
四
月
三
日
「
三
州
碧
海
郡
堤
村
村
上
忠
順
へ
書
状
、
尾
州
名
古
屋
森
春
濤

へ
書
状
、
美
濃
屋
清
七
、
野
村
屋
庄
助
」

同
年
十
二
月
二
十
日
「
三
河
国
村
上
承
卿
へ
書
状
相
認
、
か
し
の
ふ
る
葉
下
壱

冊
、
虚
無
僧
詩
、
南
城
蓄
髪
賀
、
米
寿
賀
歌
、
煌
丸
石
、
し
の
ふ
石
、
雪
車
図
、

燎
図
、
諸
子
短
冊
、
尾
州
名
古
屋
美
濃
屋
清
七
江
本
代
金
壱
両
壱
分
壱
朱
、
□

銀
弐
□
五
□
、
右
江
村
上
行
き
状
包
頼
遣
」

慶
応
元
年
三
月
十
四
日
「
美
濃
屋
清
七
案
内
ニ
而
、
三
河
国
碧
海
郡
堤
村
別
荘

村
上
承
卿
へ
相
越
、
止
宿
」

慶
応
三
年
七
月
十
七
日
「
尾
州
名
古
屋
本
町
拾
丁
目
美
濃
屋
清
七
よ
り
麓
の
ち

り
三
冊
、
虚
字
啓
蒙
詩
用
虚
字
一
冊
、
詩
法
掌
韻
大
成
三
冊
、
右
便
三
州
村
上

承
卿
よ
り
」

四　

信
州
松
本
書
肆
高
美
屋
甚
左
衛
門
と
尾
張
書
肆

　

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
年
に
名
古
屋
小
牧
町
の
美
濃
屋
伊
六
か
ら
刊
行
さ

れ
た
豊
田
利
忠
著
『
善
光
寺
名
所
図
会
』
は
、
高
美
屋
常
庸
の
協
力
に
よ
っ
て

著
述
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
書
中
挿
絵
に
高
美
屋
の
店
頭
の
様
子
が
描
か
れ
て

お
り
、
発
行
書
林
に
「
信
州
松
本
本
町
、
高
美
屋
甚
左
衛
門
」
が
加
わ
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
名
古
屋
と
松
本
の
結
び
つ
き
か
ら
、
松
本
の
高
美
屋
史
料
に
名

古
屋
書
肆
に
関
す
る
記
述
が
な
い
か
調
査
し
た
。

　

信
州
松
本
の
書
肆
高
美
屋
甚
左
衛
門
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
年
、
初

代
常
庸
が
十
四
才
で
創
業
し
た
。
寛
政
十
一
年
十
六
才
の
時
に
、
伊
勢
・
大

和
・
播
磨
路
を
旅
し
た
つ
い
で
に
、
京
・
大
坂
に
お
い
て
初
め
て
自
身
で
仕
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。
以
後
、「
毎
度
江
戸
名
古
屋
表
へ
仕
入
ニ
行
、
近
年
学
ひ

の
道
大
に
ひ
ら
け
而
、
先
ハ
此
市
中
に
予
が
店
、
書
肆
一
家
を
成
せ
り
」
と
記

し
て
い
る
。
高
美
屋
の
仕
入
先
が
江
戸
と
名
古
屋
と
し
て
い
る
が
、
文
化
四

年
（
一
八
〇
七
）
二
十
四
才
の
時
、
高
美
屋
常
庸
は
病
気
保
養
の
た
め
、
名
古

屋
に
逗
留
し
て
い
る
。
四
月
八
日
に
松
本
を
発
足
し
て
、
八
月
ま
で
名
古
屋
小

牧
町
の
笹
屋
伝
蔵
方
に
偶
居
し
て
治
療
し
て
お
り
、
名
古
屋
と
は
密
接
な
関
わ

り
が
あ
っ
た
。（『
萬
暦
家
内
年
鑑
』）
現
在
、
高
美
家
に
は
『
高
美
常
庸
日
記
』

が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
、
名
古
屋
書
肆
と
の
取
り
引
き
や
交
流
が
記
録
さ

れ
て
い
た
。
以
下
、
関
係
部
分
を
摘
出
す
る
。

文
化
十
二
年
七
月
十
三
日
「
名
古
屋
『
本
町
七
丁
目
』
永
楽
や
東
四
郎
『
書
林
』

書
状
着
」

同
年
七
月
二
十
五
日
「
尾
州
本
町
三
丁
目
、ひ
し
や
久
八
『
狂
歌
師
右
馬
耳
風
』

親
尋
来
る
」

同
年
九
月
二
十
三
日
「
今
日
、
名
古
屋
よ
り
常
助
来
る
、（
略
）
是
ハ
名
古
や

本
町
書
林
風
月
堂
孫
助
方
へ
勤
す
る
人
（
略
）
此
方
へ
手
前
方
風
月
の
帳
合
并

ニ
善
光
寺
詣
」

文
化
十
三
年
七
月
八
日
「
尾
州
書
林
永
楽
其
外
勘
定
金
子
登
せ
る
」

文
化
十
四
年
十
二
月
十
日
「
名
古
や
永
楽
や
手
代
、
江
戸
よ
り
帰
路
入
来
、
店

之
事
種
々
か
け
合
」

文
政
二
年
四
月
朔
日
「
名
古
や
永
楽
や
藤
助
主
、
藤
屋
宗
助
主
入
来
」

同
年
七
月
七
日
「
名
古
屋
扇
半
登
り
ニ
所
々
金
子
誂
へ
遣
ス
」

天
保
三
年
八
月
朔
日
「
今
日
、
名
古
屋
永
楽
や
手
代
、
大
坂
柏
原
や
、
秋
田
や
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手
代
衆
、
江
戸
よ
り
帰
路
之
由
立
寄
、
各
々
書
林
也
」

天
保
六
年
五
月
二
十
九
日
「
名
古
屋
本
屋
久
兵
衛
手
代
平
二
郎
主
来
」

嘉
永
六
年
三
月
三
十
日
「
大
坂
秋
田
や
太
右
衛
門
主
手
代
平
助
丈
、
名
古
屋
永

楽
屋
東
四
郎
主
手
代
宇
助
丈
両
人
ニ
而
、
江
戸
帰
り
立
寄
勘
定
調
へ
」

　

以
上
、
高
美
屋
と
取
引
の
確
認
で
き
る
名
古
屋
書
肆
は
①
永
楽
屋
東
四
郎
②

風
月
堂
孫
助
③
藤
屋
宗
助
④
扇
半
（
扇
屋
半
右
衛
門
）
⑤
菱
屋
久
八
⑥
本
屋
久

兵
衛
の
六
書
肆
で
あ
る
。
ま
た
、
前
記
『
善
光
寺
名
所
図
会
』
の
刊
行
が
美
濃

屋
伊
六
、
発
行
書
肆
に
、
高
美
屋
甚
左
衛
門
の
他
、
美
濃
屋
清
七
も
加
わ
っ
て

い
る
。
こ
の
、
美
濃
屋
伊
六
と
美
濃
屋
清
七
を
加
え
る
と
八
書
肆
が
、
信
州
松

本
の
高
美
屋
に
関
わ
っ
て
い
た
。

五　

奥
州
信
夫
郡
瀬
上
宿
（
福
島
市
）
内
池
家
と
永
楽
屋
東
四
郎
江
戸
店

　

旧
尾
西
市
歴
史
民
俗
博
物
館
が
、
尾
張
中
島
郡
祖
父
江
の
国
学
者
小
塚
直
持

の
特
別
展
を
開
催
し
た
際
、
奥
州
の
本
居
大
平
門
人
の
内
池
永
年
の
日
記
を
紹

介
し
て
、
直
持
と
永
年
の
交
流
の
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
本
居
派

の
国
学
者
で
あ
れ
ば
、
宣
長
の
主
著
『
古
事
記
伝
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
宣
長

著
書
を
集
書
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
多
く
が
名
古
屋
の
永

楽
屋
東
四
郎
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
内
池
文
書
中
に
名
古
屋
国
学
者
や
書
肆

の
関
係
史
料
を
探
し
て
み
た
。
内
池
家
文
書
は
『
福
島
市
史
史
料
叢
書
』
第

五
十
輯
第
五
十
八
輯
で
、
基
本
的
な
も
の
に
つ
い
て
翻
刻
し
て
い
る
。
以
下
、

内
池
関
係
史
料
は
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。

（
一
）
内
池
家
と
国
学

　

内
池
永
年
は
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
本
居
大
平
に
入
門
し
た
。
寛
文

十
二
年
（
一
七
六
二
）
生
ま
れ
な
の
で
、
五
十
才
で
の
入
門
で
あ
る
。
尾
張
で

は
、
永
年
が
入
門
し
た
翌
年
に
植
松
茂
岳
（
当
時
は
小
林
慶
作
繁
樹
、
後
植
松

有
信
に
養
子
）
が
本
居
春
庭
に
入
門
し
て
い
る
。
大
平
に
も
入
門
し
て
い
る
が
、

入
門
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
。
中
島
郡
祖
父
江
の
小
塚
利
蔵
直
持
も
大
平
に
入

門
し
て
い
る
。
小
塚
直
持
は
、
本
居
宣
長
門
人
で
尾
張
藩
七
百
石
の
横
井
千
秋

（
十
郎
左
衛
門
）
家
の
領
地
（
在
所
）
屋
敷
に
仕
え
て
い
た
。

　

内
池
家
は
近
江
出
身
の
商
人
で
近
江
屋
を
屋
号
と
し
て
い
た
。
奥
州
信
夫
郡

瀬
上
宿
で
呉
服
商
を
基
本
に
酒
造
醤
油
味
噌
水
油
材
木
質
業
等
を
行
い
、
他
方
、

田
畑
を
集
積
し
て
地
主
経
営
も
行
っ
た
。
ま
た
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に

備
中
足
守
藩
木
下
家
（
三
万
石
）
が
、
奥
州
信
達
二
郡
内
に
二
万
石
余
の
飛
地

を
与
え
ら
れ
、瀬
上
陣
屋
で
支
配
す
る
と
、足
守
藩
御
用
達
と
な
る
。
こ
の
翌
年
、

内
池
永
年
は
四
十
才
で
隠
居
し
、
家
督
を
養
子
延
年
に
譲
っ
た
。
内
池
家
は
当

主
が
与
十
郎
を
名
乗
り
、
隠
居
す
る
と
惣
重
郎
を
称
し
た
。
永
年
は
、
隠
居
後

に
賀
茂
季
鷹
門
人
で
江
戸
の
橘
千
蔭
な
ど
と
交
わ
っ
た
安
田
躬
弦
に
和
歌
を
学

び
、
文
化
九
年
に
本
居
大
平
に
入
門
し
、
地
域
の
国
学
結
社
「
み
ち
の
く
社
中
」

を
組
織
し
た
。「
み
ち
の
く
社
中
」
は
、
内
池
永
年
・
石
金
音
主
を
指
導
者
と

し
、
瀬
上
と
桑
折
に
居
住
す
る
大
平
門
下
等
二
十
数
名
の
会
で
あ
る
。
永
年
が

和
歌
山
の
本
居
大
平
を
尋
ね
た
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
紀
行
「
道
の
し
を

り
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
三
月
二
十
九
日
、
大
平
の
指
示
で
宿
舎
に
し
た
和
歌

山
本
町
四
丁
目
の
直
川
屋
七
兵
衛
に
は
「
此
家
ニ
同
門
衆
泊
被
居
候
、
名
古
屋

材
木
町
天
満
や
九
兵
衛
隠
居
、
河
村
秋
輔
、
古
翁
門
人
也
、
同
中
島
郡
祖
父

江
村
小
塚
利
蔵
直
持
、
両
人
此
度
師
家
へ
入
門
ニ
参
候
由
也
」
と
記
し
て
い
る
。

永
年
は
、
和
歌
山
の
旅
宿
で
名
古
屋
の
河
村
秋
輔
や
小
塚
直
持
に
出
会
っ
て
い

る
。
河
村
秋
輔
は
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
年
に
河
村
九
兵
衛
正
雄
の
名
で
、

植
松
有
信
等
と
本
居
宣
長
に
入
門
し
て
お
り
、
永
年
と
会
っ
た
時
は
六
十
六
才

で
翌
年
三
月
に
死
去
し
て
い
る
。
小
塚
直
持
は
、
二
十
三
、四
才
の
頃
で
あ
る
。

文
化
十
一
年
五
月
十
八
日
着
の
本
居
大
平
書
状
に
は
、「
三
河
国
吉
田
中
山
美



近世名古屋書肆の営業展開

四
〇

379

石
、
俗
称
ハ
中
山
弥
助
と
申
候
」
と
記
し
て
い
る
。
中
山
美
石
も
本
居
大
平
門

人
で
、
後
に
三
河
吉
田
藩
校
時
習
館
教
授
と
な
っ
た
。
著
書
に
『
後
撰
和
歌
集

新
抄
』
が
あ
り
、
文
化
十
一
年
暮
秋
（
九
月
）
に
永
楽
屋
東
四
郎
か
ら
刊
行
し

て
い
る
。
永
年
は
、
こ
の
情
報
を
得
て
、
大
平
に
美
石
に
つ
い
て
尋
ね
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

植
松
茂
岳
に
つ
い
て
も
永
年
は
知
っ
て
い
た
。本
居
大
平
宛
書
簡
下
書
で「
小

林
茂
岳
主
之
著
作
天
説
弁
ト
云
書
、
沖
安
海
よ
り
借
受
写
取
候
、
此
書
三
大
考

玉
御
柱
之
辟
説
を
ヲ
看
破
し
誠
ニ
面
白
ク
か
ゝ
れ
た
る
書
と
被
思
候
」
と
茂
岳

の
「
天
説
弁
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
文
政
四
年
に
死
去
し
た
大
平
の
次
男

清
島
か
ら
永
年
と
石
金
音
主
（
佐
次
兵
衛
）
に
宛
て
た
書
状
で
は
、
茂
岳
に
つ

い
て
「
此
小
林
啓
作
茂
岳
ト
云
ハ
一
名
古
屋
人
ニ
テ
、
当
春
父
上
京
ノ
節
京
へ

参
り
来
り
、
始
終
父
ニ
随
身
し
て
い
せ
へ
も
行
、
サ
テ
又
若
山
へ
来
り
、
五
月�

よ
り
十
月
末
迄
若
山
ニ
テ
留
学
い
た
し
居
申
候
、
若
き
人
ナ
レ
ド
、
甚
古
学
執

心
出
精
ノ
人
也
、
サ
テ
十
月
末
ニ
小
子
ト
同
道
上
京
い
た
し
、
京
よ
り
国
へ
帰

り
行
申
候
、
又
上
京
も
し
て
若
山
へ
も
来
ル
積
り
ニ
御
座
候
事
也
」
と
紹
介

し
て
い
る
。
茂
岳
は
大
平
に
入
門
し
た
天
保
十
年
こ
ろ
か
ら
和
歌
山
に
遊
学

し
、
文
化
十
二
年
末
に
名
古
屋
に
帰
っ
た
。「
天
説
弁
」
は
和
歌
山
遊
学
中
の

二
十
二
、三
才
頃
の
著
作
で
あ
る
。
清
島
は
永
年
に
「
名
古
屋
在
ノ
彼
御
存
ノ

小
塚
利
蔵
よ
り
も
、
を
り
を
り
文
通
御
座
候
、
不
絶
勤
学
致
居
申
候
様
子
ニ
御

座
候
」
と
、
小
塚
直
持
の
勤
学
ぶ
り
も
伝
え
て
い
る
。
奥
州
の
内
池
永
年
（
み

ち
の
く
社
中
）
と
尾
張
の
植
松
茂
岳
、
小
塚
直
持
等
の
本
居
門
下
と
は
、
同
門

と
い
う
こ
と
で
知
り
合
う
関
係
に
あ
っ
た
。

　

内
池
永
年
は
、
本
居
大
平
門
人
と
し
て
多
く
の
蔵
書
を
収
集
し
た
。
現
在
、

文
政
九
年
十
月
改
の
「
内
池
家
蔵
書
目
録
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
内
容
ご
と
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。
①
国
史
類
、
十
四
種
②
神
書
類
、
十
種
③
雑
史
類
、
四
十

種
④
有
職
類
、
十
種
⑤
氏
族
類
、
十
八
種
⑥
字
書
類
、
十
九
種
⑦
往
来
・
法
帖

類
十
九
種
⑧
物
語
類
、
十
一
種
⑨
草
子
類
、
四
種
⑩
日
記
・
紀
行
類
、
十
一
種

⑪
撰
集
類
、
十
七
種
⑫
私
撰
類
、
二
十
八
種
⑬
歌
学
類
、
二
十
八
種
、
⑭
詩
文

類
、
十
五
種
⑯
医
書
類
、
四
種
⑮
教
訓
類
、
八
種
⑯
釈
書
類
、
十
五
種
⑰
謡
曲

類
、
八
種
⑱
地
理
類
、
二
十
一
種
⑲
名
所
類
、
三
種
⑳
随
筆
類
、
十
四
種
㉑
雑

書
、
三
十
九
種
㉒
俳
諧
書
類
、
十
三
種
㉓
漢
籍
類
、
二
十
六
種
㉔
歌
学
類
、
四

種
㉕
雑
書
類
、
二
種
㉖
雑
史
、
二
種
、
総
計
四
百
六
十
一
種
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
永
楽
屋
東
四
郎
と
江
戸
店

　

内
池
家
蔵
書
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
集
書
さ
れ
た
か
興
味
深
い
。
前
記
、
植

松
茂
岳
の
「
天
説
弁
」
の
よ
う
に
、
伊
勢
白
子
の
本
居
大
平
門
人
沖
安
海
に
借

り
て
写
し
た
と
い
う
よ
う
に
、
知
友
に
借
り
て
写
本
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
し

か
し
、
基
本
は
書
肆
か
ら
の
購
入
で
あ
ろ
う
。
蔵
書
中
の
本
居
宣
長
の
『
古
事

記
伝
』『
玉
勝
間
』『
神
代
正
語
』『
出
雲
国
造
神
寿
後
釈
』『
玉
く
し
げ
』
等
は
、

名
古
屋
の
永
楽
屋
東
四
郎
の
刊
行
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
、
内
池
家
史

料
を
見
る
と
、
天
保
十
一
年
三
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
五
日
に
か
け
て
の�

十
一
通
の
内
池
（
近
江
屋
）
惣
重
郎
（
永
年
）
宛
の
「
永
東
丈
助
」
の
書
状
（
県

史
学
芸
所
収
）
が
興
味
深
い
。

①
天
保
十
一
年
三
月
二
十
日
「
近
江
屋
惣
重
郎
宛
永
東
丈
助
」

②
天
保
十
一
年
四
月
十
日
「
近
江
屋
惣
重
郎
宛
永
東
丈
助
」

③
天
保
十
一
年
八
月
朔
日
「
内
池
惣
重
郎
宛
丈
助
」

④
天
保
十
一
年
八
月
二
十
四
日
「
内
池
惣
重
郎
宛
永
東
丈
助
」

⑤
天
保
十
一
年
九
月
二
十
八
日
「
近
江
屋
惣
重
郎
宛
永
東
丈
助
」

⑥
天
保
十
一
年
十
一
月
十
六
日
「
内
池
惣
重
郎
宛
永
東
丈
助
」

⑦
天
保
十
一
年
十
二
月
一
日
「
内
池
惣
重
郎
宛
永
東
丈
助
」

⑧
天
保
十
二
年
閏
一
月
六
日
「
内
池
与
重
郎
・
同
宗
重
郎
宛
永
東
丈
助
」
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⑨
天
保
十
二
年
一
月
十
日
「
内
池
惣
重
郎
宛
丈
助
」

⑩
天
保
十
二
年
二
月
四
日
「
内
池
宗
重
郎
宛
永
東
丈
助
」

⑪
天
保
十
二
年
三
月
五
日
「
内
池
惣
重
郎
宛
永
東
丈
助
」

　

永
楽
屋
東
四
郎
は
、
名
古
屋
の
外
に
江
戸
と
大
垣
に
出
店
を
置
い
た
。
一
例

を
あ
げ
る
と
、「
天
保
十
五
年
九
月
再
校
」
の
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』「
付
目

録
・
三
大
考
」
の
刊
記
は
、「
尾
州
名
古
屋
本
町
通
七
丁
目　

永
楽
屋
東
四
郎
、

江
戸
日
本
橋
通
本
銀
町　

同
出
店
」
と
な
っ
て
お
り
、
永
楽
屋
東
四
郎
の
江
戸

出
店
が
江
戸
日
本
橋
通
本
銀
町
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
平
井
直
之
著
の
『
嘉
永
四

年
辛
亥
晴
雨
考
』
の
「
表
紙
見
返
広
告
」
に
は
、「
本
店　

尾
州
名
古
屋
本
町

通
七
丁
目
永
楽
屋
東
四
郎
」「
尾
州
出
店　

江
戸
本
銀
町
二
丁
目
永
楽
屋
丈
助
」

と
な
っ
て
い
る
。
内
池
永
年
に
宛
て
た
「
永
東
丈
助
」
と
い
う
の
は
、
永
楽
屋

東
四
郎
の
江
戸
店
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
池
永
年
の
書
物
購
買
の
一
つ
の

流
れ
が
、
永
楽
屋
東
四
郎
の
江
戸
店
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
取
り
引
き
が

行
わ
れ
た
天
保
十
一
年
か
ら
十
二
年
は
、
内
池
永
年
七
十
八
才
か
ら
七
十
九
才

で
あ
る
。
書
状
中
、
天
保
十
二
年
閏
一
月
六
日
は
「
内
池
与
重
郎
・
同
宗
重
郎
」

宛
の
連
名
に
な
っ
て
い
る
。「
与
重
郎
」
は
養
子
の
「
延
年
」、「
宗
重
郎
」
は

「
永
年
」
で
あ
る
。「
延
年
」
は
、
翌
天
保
十
三
年
六
月
に
五
十
六
才
で
死
去
し

て
い
る
。
永
年
は
七
年
後
の
嘉
永
元
年
に
八
十
六
才
で
死
去
す
る
。
天
保
十
一

年
、
十
二
年
は
、
永
年
の
最
晩
年
に
当
た
り
、
内
池
家
に
は
す
で
に
、
大
量
の

蔵
書
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
集
書
の
経
緯
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
上

で
の
永
楽
屋
東
四
郎
江
戸
店
と
の
取
り
引
き
で
あ
る
。
他
方
、
永
楽
屋
東
四
郎

の
江
戸
店
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
営
業
実
態
を
示
す
示
す
史
料
は
、

是
ま
で
な
か
っ
た
の
で
、
極
め
て
貴
重
な
史
料
だ
と
い
え
る
。

六　

尾
張
外
著
者
の
名
古
屋
出
版

　

名
古
屋
書
肆
が
、
尾
張
以
外
に
三
河
、
信
州
松
本
、
飛
騨
高
山
、
奥
州
瀬
之

上
等
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
下
、
名
古
屋
書
肆
の
関
係

出
版
に
つ
い
て
列
挙
す
る
。

（
三
河
著
者
）

①
村
上
忠
順
『
散
木
弄
謌
集
標
柱
』
四
冊
、
嘉
永
三
年
序
、
三
河
新
堀　

深
見

藤
吉
蔵
板
、
発
行
書
肆　

京
都
、
出
雲
寺
文
次
郎
、
田
中
屋
治
兵
衛
、
江
戸
、

山
城
屋
佐
兵
衛
、
須
原
屋
佐
助
、
岡
田
屋
嘉
七
、
大
坂
、
河
内
屋
喜
兵
衛
、
河

内
屋
和
助
、
紀
州
若
山
駿
河
町
、
坂
本
屋
喜
一
郎
、
尾
州
名
古
屋
本
町
四
丁
目

永
楽
屋
正
兵
衛
。

②
村
上
忠
順
『
詠
史
河
藻
歌
集
』
二
冊
、
文
久
二
年
、
松
塢
亭
（
深
見
）・
晴

月
堂
蔵
板
。

発
行
書
肆
は
、尾
州
名
古
屋
本
町
四
丁
目
晴
月
堂
卯
兵
衛
、そ
の
他
は
①
に
同
じ
。

③
村
上
忠
順
『
元
治
元
年
千
首
』
慶
応
二
年
序
、
新
堀
深
見
藤
吉
蔵
板
、
そ
の

他
は
須
原
屋
佐
助
を
除
き
②
に
同
じ
。

④
村
上
忠
順
『
類
題
和
歌
玉
藻
集
』
二
編
全
三
冊
、尾
陽
書
林
片
野
東
壁
堂
（
永

楽
屋
）
梓
（
村
上
家
帯
封
）

⑤
中
山
美
石
『
後
選
和
歌
集
新
抄
』
十
五
冊
、文
化
十
一
年
、片
野
東
四
郎
（
永

楽
屋
）、
京
都
風
月
庄
左
衛
門
、
東
都
前
川
六
左
衛
門
、
浪
華
森
本
太
助
。

⑥
岩
上
登
波
子
（
大
平
門
人
）『
三
代
調
類
題
』
六
冊
、
文
政
五
年
跋
、
永
楽

屋
東
四
郎
刊
。

⑦
「
と
は
こ
詠
草
」
全
三
冊　

岩
上
登
波
子　

文
久
元
年
辛
酉
新
刻　

尾
張
皓

月
堂
梓
（
村
上
家
帯
封
）

⑧
鶴
田
卓
池
『
橋
日
記
』
一
冊
、
寛
政
十
年
、
永
楽
屋
東
四
郎
刊
。

⑨
鶴
田
卓
池
『
花
済
集　

秋
挙
追
善
』
一
冊
、
文
政
十
年
、
菱
屋
久
兵
衛
刊
。

⑩
卓
池
の
古
稀
賀
集
『
竹
春
集
』、
天
保
八
年
九
月
跋
、
名
古
屋
玉
蟾
堂
板
（
京

町
、
中
村
屋
治
助
、
彫
刻
師
）
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⑪
曙
庵
秋
挙
編
『
安
居
鐘
』（
士
朗
の
十
三
回
忌
追
善
集
）、
文
政
七
年
、
本
屋

久
兵
衛
刊
。

⑫
宣
彦
編
『
は
な
の
わ
た
り
』（
秋
挙
一
周
忌
追
福
句
集
）、
文
政
十
年
序
、
本

屋
久
兵
衛
刊
。

⑬
『
曙
庵
（
秋
挙
）
句
集
』、
弘
化
四
年
序
、
万
巻
堂
（
菱
屋
久
八
郎
）
刊
。

⑭
岡
崎
荻
洲
親
卿
・
金
沢
子
匹
著
『
苹
水
奇
賞
』、
寛
政
三
年
、
岡
崎
連
尺
町

扇
屋
伝
左
衛
門
、
永
楽
屋
東
四
郎
刊
。

⑮
梅
ヶ
坪
（
現
豊
田
市
）
太
田
益
延
・
道
貴
編
『
三
河
衣
乃
里
艶
桜
和
歌
集
』、

和
歌
集
所
、
岡
崎
伝
馬
町
樋
口
与
次
右
衛
門
、
名
古
屋
伝
馬
町
文
教
堂
保
兵
衛
。

⑯
松
本
奎
堂
『
奎
堂
文
稿
』、
明
治
四
年
、
尾
張
奎
文
閣
梓
（
永
楽
屋
正
兵
衛
）

（
飛
騨
高
山
）

①
田
中
大
秀『
養
老
美
泉
弁
』一
冊
、文
化
十
二
年
序
、永
楽
屋
東
四
郎
刊
。
発
行
、

京
都
蛭
子
屋
市
右
衛
門
、
大
坂
奈
良
屋
長
兵
衛
、
江
戸
前
川
六
左
衛
門
、
飛
騨

高
山
二
之
町
鍵
屋
与
六
郎
。

②
田
中
大
秀
『
竹
取
翁
物
語
解
』
六
冊
、
天
保
二
年
、
名
古
屋
松
屋
善
兵
衛
刊
、

発
行
、
江
戸
須
原
屋
伊
八
、
京
都
植
村
藤
衛
門
、
大
坂
河
内
屋
喜
兵
衛
・
河
内

屋
太
助
、
尾
州
名
古
屋
本
町
十
丁
目
松
屋
善
兵
衛
。

（
参
考
）

村
上
忠
順
『
類
題
和
歌
玉
藻
集
』
初
編
全
三
冊
、
若
山
書
林
野
田
世
寿
堂
梓
、

印
「
紀
州
若
山
野
田
世
寿
堂
阪
本
屋
喜
一
郎
製
本
発
兌
」（
村
上
家
帯
封
）

以
上
、
三
河
、
高
山
の
著
者
の
刊
行
に
関
係
し
た
名
古
屋
書
肆
は
①
永
楽
屋
正

兵
衛
（
四
）
②
晴
月
堂
卯
兵
衛
（
二
）
③
永
楽
屋
東
四
郎
（
五
）
④
皓
月
堂
文

助
（
一
）
⑤
菱
屋
（
本
屋
）
久
兵
衛
（
三
）
⑥
文
教
堂
保
兵
衛
（
一
）
⑦
松
屋

善
兵
衛
（
一
）
の
⑧
万
巻
堂
（
菱
屋
久
八
郎
）
⑨
玉
蟾
堂
（
中
村
屋
治
助
）
の

九
書
肆
で
あ
る
。
著
者
と
し
て
は
、
三
河
で
は
国
学
・
和
歌
の
村
上
忠
順
（
四
）

中
山
美
石
（
二
）
岩
上
登
波
子
（
二
）
太
田
益
延
・
道
貴
（
一
）
と
、
俳
諧
の

鶴
田
卓
池
（
三
）
中
島
秋
挙
（
三
）
関
係
が
中
心
で
あ
る
。
国
学
・
和
歌
は
、

永
楽
屋
東
四
郎
、
俳
諧
は
、
菱
屋
久
兵
衛
と
菱
屋
久
八
郎
が
、
刊
行
の
主
軸
と

な
っ
て
い
る
。

七　

名
古
屋
書
肆
の
営
業
展
開

　

こ
れ
ま
で
は
、
名
古
屋
書
肆
の
営
業
展
開
を
、
書
籍
を
購
入
し
た
地
域
や
家

ご
と
に
み
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
書
肆
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
展
開
を
し
て
い
る

か
整
理
し
て
お
き
た
い
。

（
一
）
永
楽
屋
東
四
郎
、
本
町
七
丁
目
、
出
版
、
古
本
、
製
墨
、
製
薬

　
　　

�

①
服
部
家
②
吉
田
家
③
岩
田
家
④
下
郷
家
⑤
村
上
家
⑥
太
田
家

　
　　

⑦
小
出
家
⑧
松
本
高
美
屋

（
二
）
風
月
堂
孫
助
、
本
町
一
丁
目
、
出
版
、
古
本
、
貸
本
、
製
墨

　
　　

①
下
郷
家
②
松
坂
家
③
松
本
高
美
屋

（
三
）
美
濃
屋
（
本
屋
）
清
七
、
本
町
十
丁
目
、
出
版
、
古
本
、
貸
本
、
薬

　
　　

①
服
部
家
②
村
上
家
③
高
山
富
田
家

（
四
）
美
濃
屋
（
本
屋
）
伊
六
、
小
牧
町
、
出
版
、
貸
本
、
書
画
、
薬

　
　　

①
村
上
家
②
小
出
家

（
五
）
菱
屋
藤
兵
衛
、
本
町
三
丁
目
、
出
版
、
古
本
①
吉
田
家
②
村
上
家

（
六
）�

菱
屋
（
本
屋
）
久
兵
衛
、
本
町
九
丁
目
、
出
版
、
古
本
、
貸
本

　
　　

①
小
出
家
②
松
本
高
美
屋

（
七
）�

菱
屋
（
本
屋
）
久
八
郎
（
万
巻
堂
）、
伝
馬
町
五
丁
目
、
出
版

　
　　

①
吉
田
家
②
松
本
高
美
屋

（
八
）
永
楽
屋
佐
助
（
東
明
堂
）、
末
広
町
①
吉
田
家
②
太
田
家

（
九
）�

皓
月
堂
（
井
筒
屋
）
文
助
、
幅
下
樽
屋
町
、
出
版
、
古
本
、
貸
本
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①
村
上
家
②
松
坂
家

（
十
）
藤
屋
吉
兵
衛
、
本
町
七
丁
目
、
出
版
①
下
郷
家

（
十
一
）�
本
屋
治
兵
衛
（
不
明
、
本
町
十
二
丁
目
、
角
屋
治
兵
衛
か
）

　
　　
　

①
服
部
家

（
十
二
）�

松
花
堂
（
不
明
、
文
化
十
二
年
加
藤
足
彦
『
文
音
親
友
録
』
刊
行
、

松
華
堂
か
）
①
村
上
家

（
十
三
）�

慶
雲
堂
（
万
屋
）
東
平
、
本
町
十
丁
目
、
出
版
、
古
本
、
貸
本

　
　　
　

①
下
郷
家
②
太
田
家

（
十
四
）
永
楽
屋
和
助
、
本
町
九
丁
目
、
出
版
、
古
本
①
小
出
家

（
十
五
）
藤
屋
宗
助
、
裏
門
前
町
（
飴
屋
町
）、
古
本
①
松
本
高
美
屋

（
十
六
）
藤
屋
儀
助
、
伝
馬
町
九
丁
目
①
鈴
木
土
佐
家

（
十
七
）�

扇
半
（
扇
屋
半
右
衛
門
、
崇
高
堂
）、
岡
田
新
川
『
文
字
竅
』
等
出
版

①
松
本
高
美
屋

（
十
八
）
文
教
堂
（
藤
屋
）
保
兵
衛
、
宮
町
三
丁
目
①
小
出
家

（
十
九
）
永
楽
屋
南
店
、
文
房
具
①
小
出
家

（
二
十
）�

永
楽
屋
丈
助
（
永
楽
屋
東
四
郎
江
戸
店
）、
江
戸
日
本
橋
通
本
銀
町
二

丁
目
①
奥
州
内
池
家

（
二
十
一
）
大
野
屋
惣
八
、
長
島
町
五
丁
目
、
貸
本
、
古
本
、
出
版
①
服
部
家

（
二
十
二
）
本
屋
仙
三
郎
（
貸
本
）、（
不
明
）
①
野
口
家

（
二
十
三
）
味
岡
屋
久
二
郎
、
宮
町
坂
口
北
側
、
出
版
、
貸
本
①
小
出
家

（
二
十
四
）
表
具
師
東
月
堂
幸
八
（
軸
装
）、
伝
馬
町
①
服
部
家
②
太
田
家

（
そ
の
他
三
河
出
版
）

（
一
）
永
楽
屋
正
兵
衛
、
本
町
四
丁
目
、
出
版

（
二
）
晴
月
堂
卯
兵
衛
、
本
町
四
丁
目
、
出
版
、
古
本

　

以
上
、
書
籍
を
買
っ
た
り
、
借
り
た
り
し
た
側
の
史
料
で
確
認
で
き
る

二
十
三
の
書
肆
と
表
具
師
一
、
ま
た
三
河
著
者
の
出
版
に
関
わ
っ
た
、
前
記
書

肆
以
外
の
二
書
肆
を
見
た
。
こ
れ
ら
の
書
肆
の
経
歴
や
出
版
書
に
つ
い
て
は
、

太
田
正
弘
『
尾
張
出
版
文
化
史
』
と
岸
雅
裕
『
尾
張
の
書
林
と
出
版
』
に
詳
し
い
。

　

名
古
屋
書
肆
で
最
も
多
く
の
書
籍
を
刊
行
し
た
、
永
楽
屋
東
四
郎
が
、
尾
張
、

三
河
、
松
本
、
江
戸
等
、
多
く
の
手
代
を
派
遣
し
て
、
最
も
積
極
的
な
営
業
活

動
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
営
業
が
確
認
で
き
る
書
肆
で
、
太
田
、
岸
両

書
に
出
て
こ
な
い
書
肆
が
（
八
）
の
永
楽
屋
佐
助
（
十
一
）
の
本
屋
治
兵
衛

（
十
二
）
の
松
花
堂
（
十
九
）
の
永
楽
屋
南
店
（
二
十
二
）
の
本
屋
仙
三
郎
で

あ
る
。
前
記
二
書
に
「
角
屋
治
兵
衛
」「
松
華
堂
」
の
名
が
あ
る
の
で
本
屋
治

兵
衛
は
「
角
屋
治
兵
衛
」、
松
花
堂
は
「
松
華
堂
」
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
ど

ち
ら
も
住
所
等
詳
細
が
不
明
で
あ
る
。
永
楽
屋
南
店
は
、
史
料
か
ら
硯
の
販
売

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
永
楽
屋
東
四
郎
の
文
具
店
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
本
屋
仙
三
郎
は
、
貸
本
屋
で
野
口
家
は
明
治
二
年
正
月
十
二
日
に

二
匁
の
西
国
順
霊
十
冊
、
一
匁
五
分
の
木
石
余
談
六
冊
を
借
り
、
二
月
二
十
七

日
に
返
却
。
二
月
二
十
七
日
に
二
匁
の
俊
傑
神
稲
水
滸
伝
十
冊
、
一
匁
の
安
土

問
答
諺
注
五
冊
、
一
匁
五
分
の
鎗
権
三
郎
六
冊
を
借
り
、
四
月
十
四
日
に
返
し
、

四
月
十
四
日
に
ま
た
借
り
る
等
々
、
月
一
回
程
度
、
各
家
々
を
廻
り
貸
本
営
業

を
し
た
店
の
よ
う
で
あ
る
。
永
楽
屋
佐
助
は
、
尾
張
で
野
口
家
、
三
河
で
太
田

家
に
見
ら
れ
、
太
田
家
で
は
、
多
数
の
永
楽
屋
佐
助
の
営
業
書
状
、
覚
が
あ
り
、

頻
繁
に
取
引
を
行
っ
て
い
た
。
印
記
か
ら
、
住
所
は
名
古
屋
末
広
町
で
「
東
明

堂
」
と
な
っ
て
い
る
。　

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
従
来
、
名
古
屋
書
肆
の
刊
行
著
作
や
刊
行
目
録
等
を
明
ら
か
に
し
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て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
書
籍
を
買
っ
た
り
借
り
た
り
、
著
作
を
出
版
し
よ
う

と
し
た
人
々
の
家
に
残
さ
れ
た
史
料
を
調
査
収
集
し
、
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

近
世
地
方
史
料
が
残
存
し
て
い
る
の
は
、
藩
や
旗
本
等
の
領
主
の
家
計
に
関
与

し
、
領
主
の
御
用
達
に
な
っ
た
家
が
多
い
。
こ
う
し
た
家
の
当
主
は
、
営
業
活

動
と
と
も
に
、
豊
か
な
経
済
力
を
背
景
に
儒
学
、
国
学
、
漢
詩
、
和
歌
、
俳
諧
、

狂
歌
、
書
画
、
音
楽
、
茶
道
、
囲
碁
等
の
幅
広
い
文
化
活
動
を
行
っ
た
。
こ
の

た
め
、
多
く
の
書
籍
の
購
入
を
し
た
り
、
自
分
の
著
作
の
出
版
や
、
師
家
の
出

版
の
経
済
援
助
等
を
行
っ
た
。
本
稿
が
対
象
と
し
た
、
尾
張
の
服
部
家
、
下
郷

家
、
三
河
の
太
田
家
、
小
出
家
等
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
家
で
あ
る
。
刈
谷
藩
の

御
用
医
師
の
村
上
忠
順
も
、
そ
の
出
版
と
書
籍
購
入
に
は
、
国
学
の
弟
子
で
娘

婿
の
富
商
深
見
家
が
深
く
関
与
し
て
い
た
。

　

名
古
屋
書
肆
は
、
化
政
期
に
約
三
十
数
軒
程
営
業
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
代
表
的
な
書
肆
は
、
本
稿
で
も
出
て
き
た
永
楽
屋
東
四
郎
、
風
月
堂
孫
助
、

美
濃
屋
伊
六
、
菱
屋
久
八
郎
等
と
貸
本
屋
大
野
屋
惣
八
（
大
惣
）
で
あ
る
。
江

戸
や
上
方
の
書
肆
と
競
争
や
提
携
を
し
な
が
ら
、
営
業
実
績
を
あ
げ
る
努
力
を

し
な
い
と
、
す
ぐ
に
衰
退
や
廃
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
衰
退
・
廃
業

し
た
書
肆
も
多
か
っ
た
。
名
古
屋
城
下
に
店
を
構
え
て
、
客
の
来
る
の
を
待
つ

よ
う
な
営
業
形
態
で
は
、
生
き
残
り
は
む
つ
か
し
く
、
積
極
的
に
買
手
、
得
意

先
を
求
め
て
営
業
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
名
古
屋
き
っ
て
の
大

手
書
肆
永
楽
屋
東
四
郎
の
営
業
活
動
を
み
れ
ば
そ
の
激
烈
さ
は
理
解
で
き
る
。

ま
し
て
中
小
書
肆
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。
狙
い
目
は
、
文
化
活
動
を

行
い
財
力
を
持
っ
た
豪
商
、
豪
農
で
あ
っ
た
。
そ
の
営
業
範
囲
は
、
今
回
明
ら

か
に
し
た
か
ぎ
り
で
も
、
名
古
屋
城
下
を
越
え
て
、
尾
張
や
三
河
、
飛
騨
高
山
、

信
州
松
本
、
江
戸
、
奥
州
に
競
合
し
な
が
ら
展
開
し
た
。
こ
う
し
た
関
係
で
美

濃
・
伊
勢
等
々
の
史
料
を
見
直
せ
ば
、
さ
ら
に
そ
の
実
態
は
詳
細
に
明
ら
か
に

な
る
と
思
う
。
ま
た
、
今
回
は
紙
幅
の
関
係
で
割
愛
し
た
、
売
買
や
貸
借
さ
れ

た
書
籍
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
蔵
書
や
、
書
籍
目
録
を
含
め
て
別
稿
で
明
ら
か

に
し
た
い
。


